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Studies on light brown leaf rot of grape.
(II) Pathogenicity of the causal fungus, Dendrophoma sp.
Shiro SAiTo and Tokuya TEzuka

Summary

The present paper reported that the infectivity of Dendrophoma sp. which was
isolated from the rotted leaves of grape in Tochigi prefecture in 1973. The
leaves and fruits of grape, Japanese pear, apple and apricot were infected
by the inoculation with wound. Although their matured fruits were not infect-
ed by the woundless inoculation, the prematured ones of grape and apricot
were invaded by this fungus. Pycnidia were produced on the surface of their
fruits inoculated. These results suggest that light drown leaf rot of grape

is mainly caused by this fungus.
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ブドウ赤枯病に関する研究

　　　　O

　　　　Q

　　　　o

　　　　Q

　　　　Q
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　ブドウ赤枯病は，1973年，栃木県ではじめて

発生が確認された病害である4）が，その後，山

梨県，香川県，岡山県及び関東地方の一部でも

発生しているようである．本病の発生地域は特

定の地域だけではないので，本病原菌はかなり

広い植物に寄生性を示すことが考えられる．

　本病菌は現在，De寵¢op加糀α8p．としてい

るが，本病原菌の寄生性を知ることは，この菌

の分類上の所属を明らかにするうえ，また，寄

主植物の範囲を知り，防除対策の資料とするた

めには重要である．そこで，寄主植物について

検討したので，その概要を報告する．

第2報　ブドウ赤枯病菌の他植物への寄生性にっいて

斉藤司朗・手塚徳彌

　　　　　II　実験材料及び方法

　1．　各種果樹類の切1）枝での病原性

　ナシ，リンゴ，マルメロ，アンズ，ウメ，オ

ウトウ，カキ，クリの新しょうを約30cmに切り

取1），試験管に水さしとし，あらかじめ培養し

ておいたブドウ赤枯病菌の柄胞子けん濁液（顕

微鏡10×10倍で1視野あたり約150個）を噴霧

接種した．接種後は湿室に保ち発病状況を調査

した．

　2．　果樹類の幼木に対する病原性

　果樹の幼木を1／2000aのポットに植えつけ，

生育中の樹木及び葉に対し病菌を接種した．接

種方法は前記の方法と同じである．接種後は室

内接種箱内に静置し，23℃に保ったのち，果樹

類の幼木上での病原性を調べた。供試果樹は，

ナシ，リンゴ，モモ，スモモ，ウメ，クリ，そ

の他植物では，ヤマブドウ，エビズルである．
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　3．　果樹類の幼果に対する病原性

　果樹の幼果を5個ずつ供試し有傷及び無傷で

病菌接種を行った．病菌接種はあらかじめ培養

しておいた菌株を寒天ごと乳鉢でくだき，菌糸

及び胞子のけん濁液の濃厚液を1滴ずつ付着さ

せた．その後はビニル袋に入れ，湿室状態とし

て25℃に保ち8日後に発病の有無を調査した．

供試果樹はブドウのデラウエアと巨峰，リンゴ

のむつ，ナシの長十郎，幸水，モモの大久保，

ウメの藤五郎と玉英，アンズなどである．

　・4。　果樹類の成熟果に対する病原性

　果樹類の成熟果を5個ずつ供試し，有傷及び

無傷で病菌接種を行った．病菌接種法は上記の

幼果に接種したのと同じ方法である．接種後は

25℃に保ち発病の有無を調査した．

　　　　　　m　実験結果

　果樹類の切り枝に病原菌を接種した場合の結

果を第1表に示したが，病原性が認められたの

はナシ，オウトウ，アンズなどであった．

　ナシでは黒褐色の円形病はん又は葉縁からの

半円形の病はんを形成し，葉脈に沿って拡大し

た．病はんはやや灰色を帯びた．また，この病

はんから病原菌が再分離された・オウトウでは

褐色不整形の病はんを形成し，病はんの上に多

数の柄子殻を同心円状に形成した．アンズでは

黒褐色水浸状病はんを示し，輪紋を形成して内

部はやや灰色を帯び外部は水浸状を示しながら

拡大した．リンゴでは2〜3mmの褐色はん点を

示した．カキでは黒色水浸状に変色したが，無

接種でもこの症状があらわれたので病はんでは
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